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秦野市「平和都市宣言」に基づく非核三原則の堅持に関する申し入れ 

秦野市は、1986 年 3 月 27 日の「平和都市宣言」において、非核三原則を堅持す

るとともに、永久の平和とあらゆる国のあらゆる核兵器の廃絶を願うことを宣言してい

ます。 

しかし、今日、政府が進める国家安全保障戦略など戦略三文書の改定をめぐって

は、非核三原則の見直し、とりわけ「持ち込ませず」の原則を変更し、核兵器の日本

への持ち込みを認めることにつながる懸念も生じています。こうした状況のもと、自治

体が平和都市宣言の理念を堅持し、非核三原則の厳正な遵守を求め続けることが重

要だと考えております。 

よって、ピースデポは、秦野市に対し、以下の事項を申し入れます。 

1． 非核三原則の堅持を政府に改めて申し入れること。  

核兵器を持たず、作らず、持ち込ませずという非核三原則の厳正な遵守を、政府

に対して正式に求めること。 

2． 政府への申し入れとその回答を市民に公表すること。  

非核三原則の堅持に関する国とのやり取りや市の対応について、可能な限り透

明性を確保すること。 

秦野市が「平和都市宣言」に掲げた非核三原則の堅持と核兵器廃絶の理念を具

体的な行動につなげ、平和な社会を次代へ引き継ぐために一層取り組まれることを

求めます。 
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